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1. 脳卒中後遺症患者の認知過程に関する神経心理学的研究.  
1977年度 奨励研究（Ａ）（研究代表者） 
2. 大脳半球損傷患者の時間分解能と順序判断に関する神経心理学的研究. 
 1980年度  一般研究（Ｄ）（研究代表者） 
3. 大学生における適応の構造と適応過程の予測因に関する追跡的研究. 
 1984年～1986年度  一般研究（Ｃ）（研究分担者） 
4. 注意の偏りと情動に関する臨床神経心理学的研究. 
 1990年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
5. 健康及び生活習慣とパーソナリティとの関連. 
 1991年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
6. 連続遂行課題における脳障害児（者）の注意過程の神経心理学的研究. 
 1994年度 一般研究（Ｃ）（研究代表者） 
7. “慢性疲労児” の学校適応とケアに関する研究. 
 1994年度～1996年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
8. 脳性麻痺児における適応技能の発達の（非）累積的モデルの検証. 
 1995年度～1997年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
9. 児童の対人ストレスと学校適応に関する研究. 
 1998年度～2000年度 基盤研究（Ｃ）（研究分担者） 
10. 通級指導教室における学習障害児の実態とその教育的支援に関する研究. 
 1999年度～2001年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
11. パーソナリティの健康影響に関する大規模コホート研究. 
 2001年度～2002年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
12  乳幼児期における視覚認知機能に基づく知的発達の予測. 




 2003年度～2004年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
15. 学習障害（読み障害）児の読みの認知神経心理学的評価法の開発. 
 2005年度～2008年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
16. 乳幼児における鏡像自己認識機能のモジュール性と認知発達の予測. 
 2006年度～2008年度 基盤研究（Ｂ）（研究代表者） 
17. 研究中心総合大学において特別のニーズを有する学生に対する支援システムの構築. 
2009年度～2010年度 挑戦的萌芽研究 （研究代表者） 
18. 読み障害児の認知神経心理学的評価法の実践的活用に関する研究. 
 2009年度～2011年度 基盤研究（Ｃ）（研究分担者） 
19. 乳幼児期における認知・感情・行動発達の機能的解明. 
 2010年度～2013年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
20. ストレス関連ホルモンと乳がん罹患・予後に関する分析疫学研究. 
 2011年度～2015年度 基盤研究（Ｂ）（研究分担者） 
21. 顕在的セルフ・アウェアネスの段階的分化とその変容過程の行動的解明. 
 2012年度～2014年度 基盤研究（Ｃ）（研究代表者） 
22. 乳幼児期の行動発現が心理・社会的発達に及ぼす効果の機能的分析. 




 2014年度～2015年度 挑戦的萌芽研究 （研究分担者） 
 
○その他の競争的資金獲得 
  1. 高齢障害者の機能障害と訓練効果の評価に関する研究. 
 1995年度 厚生労働科学研究費補助金（分担研究者） 
  2. 高齢失語症患者及びその配偶者の心理社会適応を支援するプログラムの開発. 
 1995年度 ジェロントロジー研究助成（財団法人日本火災福祉財団）（代表研究者） 
  3. 在宅高齢者・障害者を介護する者の負担感－日本語版評価尺度の開発―. 
 1995年度 健康文化研究助成（明治生命厚生事業団）（共同研究者） 
  4. 高齢障害者の機能回復の長期予後に関する研究. 
 1996年度～1998年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  5. 情報弱者によるリアルタイム・コンサルテーションの有効性に関する調査研究. 
 1999年度～2001年度 科学技術振興調整費 （主任研究者） 
  6. 乳幼児期の虐待防止および育児不安の母親の支援を目的とした母子保健に関する研究. 
2000年度～2002年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  7. 生活環境中の化学物質が胎児脳と出生後の発達に及ぼす影響の疫学的研究. 
 2000年度～2002年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
  8. 高次脳機能障害者に対する連続したサービスの提供に関する研究. 
 2001年度～2003年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
   9. 複数の専門職種の連携による高次脳機能障害者の小規模作業所における個別プログラ
ムの導入とその評価に関する研究. 
 2003年度 三菱財団研究助成（代表研究者） 
 10. ダイオキシン類等による胎児期曝露が幼児の発達に及ぼす影響の前向きコホート疫学. 
2003年度～2005年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
 11. 難分解性有機汚染物質（POPs）の胎児期曝露に関する研究. 
 2007年度～2009年度 厚生労働科学研究費補助金 （分担研究者） 
 12. 神経学的基盤に基づく発達障害の診断・治療ガイドライン策定に関する総合的研究. 






 附属図書館商議員会委員 2001年度 
 貴重図書選定委員会委員 2001年度 
 附属図書館評価委員会委員 2001年度 
 川内地区図書委員会委員 2001年度 
 情報シナジーセンター物品調達にかかる技術審査職員 2001年度 
 評議会評議員 2002年度～2003年度 
 情報基盤委員会・ﾈｯﾄﾜｰｸ安全・倫理専門委員会 2002年度～2006年度 
 情報基盤委員会・ﾈｯﾄﾜｰｸ安全・倫理連絡部会委員 2002年度～2006年度 
 評価委員会・改善専門委員会委員 2002年～2003年度 
 予算委員会委員 2002年度～2003年度 
 インターネット･スクール審議会委員 2002年度～2003年度 
 未来科学技術研究センター運営専門委員会委員 2002年度 
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 施設整備委員会委員 2003年度 
 施設整備委員会・川内地区協議会委員 2003年度 
 文科系四研究科土地・建物委員会委員 2003年度 
 学務審議会委員 2004年度～2005年度 
 学務審議会・全学教育科目委員会・基幹科目委員会委員長 2004年度～2005年度 
 学務審議会・教職課程委員会委員長 2004年度～2005年度 
 ハラスメント全学防止対策委員会委員 2006年度～2007年度 
 研究推進審議会・研究倫理専門委員会・部局相談窓口担当者 2006年度 
 百周年記念事業実行委員会委員 2007年度  
 百周年記念事業推進実行委員会委員 2007年度 
 百年史編さん委員会委員 2007年度～2008年度 
 キャンパス将来計画委員会委員 2007年度 
 環境・安全委員会委員 2007年度～2008年度 
 事業場安全衛生委員会委員長 2007年度～2008年度 
 懲戒委員会委員 2007年度 
 記念講堂運営委員会委員 2007年度 
 入学試験委員会委員 2007年度 
 入学者選抜委員会委員 2007年度 
 国際高等研究教育機構（２１世紀 COE等）設置構想検討委員会委員 2007年度 
 日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考委員会委員 2007年度～2008年度 
 未来科学技術研究センター運営委員会委員 2007年度 
 学友会全学協議会委員 2007年度 
 全学同窓会評議員会委員 2007年度 
 全学同窓会幹事 2007年度 
 在仙大学教育実習等連絡協議会委員 2007年度 
 東北大学教育実習運営協議会委員 2007年度～2008年度 
 評価委員会委員 2008年度 
 入学試験審議会委員 2008年度 
 表彰学生選考委員会委員 2008年度 
 国際高等研究教育機構運営審議会委員 2008年度 
 人文社会系推進戦略検討委員会委員 2008年度 




 東北大学大学教育開放講座（公開講座）講師 2000年度 
 日本教育大学協会評議員 2002年度～2003年度，2007年度～2008年度 
同志社大学こころの生涯発達研究センター嘱託研究員 2006年度～ 











 宮城県子ども人権ＳＯＳ対策委員会委員長 1997年度～1998年度 
 宮城県児童虐待防止事例検討委員会委員 1997年度～1998年度 
 東北厚生年金病院倫理委員会委員 2000年度～2001年度 
 宮城県高次脳機能障害支援モデル事業連絡調整委員会委員 2001年度～2003年度 
 認知症介護研究研修仙台センター専門委員会（のち外部評価委員会）委員 2001年度～ 
 認知症介護研究研修仙台センター倫理委員会委員長 2003年度～ 
 宮城県高次脳機能障害支援対策整備推進委員会委員 2004年度～2006年度 








1. Current Issues in Neurolinguistics: A Japanese Contribution. （執筆担当部分）The 
Token Test in preschool children and adult aphasics．pp.69-95, （共著者：Hosokawa 
K, Nakamura R, Ohye A）, Fred C.C. Peng (Ed.), The International Christian University, 
1981. 
 
2. 中枢神経疾患の作業療法.（執筆担当部分）第 2章6 ライフサイクルと心理(pp.21-25), 第
4章 障害と心理(pp.39-45), 中村隆一（編）, 医歯薬出版, 1983. 
 
3. 新版看護のための臨床医学大系 第 18巻 リハビリテーション医学. （執筆担当部分）第 1
章 3D 心理－障害と人間行動－, pp.48-56, 日野原重明（監修）, 中村隆一（編）, 情報
開発研究所, 1988. 
 
4. Pain－痛みの基礎と臨床－. （執筆担当部分）リハビリテーションと痛み, pp.464-476, 
（共著者：Nakamura R）, 高倉公朋, 森 健次郎, 佐藤昭夫（編）, 朝倉書店, 1988. 
 
5. Advances in Neurology.（執筆担当部分）Assessment and prediction of the functional 
state of stroke in early rehabilitation, pp.385-394,（共著者：Nakamura R, Nagasaki 
H）,  J.S. Chopra, et al.(Eds.), Elsevier Science Publishers, 1990. 
 
6. 健康心理学－健康の回復・維持・増進を目指して－.（執筆担当部分）第 10 章 神経疾患
患者の心理と行動, pp.153-166, 岡堂哲雄（編）, 誠信書房, 1991. 
 
7. リハビリテーション基礎医学 第 2版.（執筆担当部分）Ⅵ-D 運動学習の理論, pp.359-368, 
（共著者： Nakamura R）, 上田敏, 千野直一, 大川嗣雄（編）, 医学書院, 1994. 
 
8. TAIS日本版マニュアル. 加藤孝義，細川徹（監修）, システムパブリカ,  1995.  
 
9. 基礎心理学通論.（執筆担当部分）第 1章 心理学とはどういう学問か(pp.16-19), 第 2章
2節 心理学のあゆみ－現代への流れ－(pp24-30), 丸山欣哉（編）, 福村出版, 1996. 
 
10. 脳卒中の機能評価と予後予測 第 1, 2版.（執筆担当部分）第 2章 脳卒中機能回復評価シ
ステム(pp.29-58), 第 3 章 機能回復の特徴(pp.59-69), 第 4 章 退院後の機能的予後
(pp.71-85) , 中村隆一，長崎浩，細川徹（編著）, 医歯薬出版, 1991, 1997. 
 
11. 脳卒中のリハビリテーション 第 1, 2版.（執筆担当部分）第 2章 2-10 高次脳機能障害
(pp.101-119), 第 3 章 6 心理検査(pp.228-238), 第 4 章 6 心理カウンセリング
(pp.371-374), （共著者：細川惠子, 平野幹雄, 西田充潔）, 中村隆一（編）, 永井書店, 
1986, 2000. 
 
12. 入門リハビリテーション医学 第 1, 2, 3 版. （執筆担当部分）第 6 章 5 心理検査
(pp.259-265),第9章7 心理的アプローチとカウンセリング (pp.402-406), 第11章9  慢




13. 入門リハビリテーション概論 第 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7版. （執筆担当部分）第 4章 リハ
ビリテーションと心理 (pp.91-110), 第6章4-8 心理療法 (pp.194-196), 第6章4-9 カ
ウンセリング(pp.196-197), 中村隆一, 佐直信彦（編）, 医歯薬出版, 1991, 1993, 1999, 
2001, 2005, 2006, 2009. 
 
14. 発達障害の子どもたち.（執筆担当部分）序章 発達期における様々な障害(pp.1-15), 第 3
章 ウィリアムズ症候群(pp. 58-77), 細川 徹（編）, 中央法規出版, 2003. 
 
15. 子どものこころを育む発達科学.（執筆担当部分）第7章 発達障害の理解(pp.106-122), 内
山伊知郎, 青山謙二郎, 田中あゆみ（編）, 北大路書房, 2008. 
 






1. Visual matching, depth perception and continuous reaction time in patients with 
unilateral hemisphere lesions.  (Hosokawa T., Isagoda A., Shibuya N.) Tohoku 
Psychologica Folia, 36, 57-67, 1977. 
 
2. Token Test による失語症の評価とその妥当性.  (細川惠子，細川徹) 聴覚言語障害, 6, 
77-86, 1977. 
 
3. Dichotic listening and dichotic temporal discrimination in patients with unilateral 
hemisphere lesions. (Hosokawa T., Shibuya N., Hosokawa K.) Tohoku Psychologica 
Folia, 37, 41-55, 1978. 
 
4. Numerosity judgement of auditory pulse trains in patients with focal brain lesion. 
( Hosokawa, T.)  Tohoku Psychologica Folia, 40, 43-49, 1981. 
 
5. Monotic and dichotic fusion thresholds in patients with unilateral subcortical lesions. 
( Hosokawa T., Nakamura R., Shibuya N.)  Neuropsychologia, 19, 241-248, 1981. 
 
6. Reaction time of elbow flexion during passive movements with different angular 
velocities. (Nakamura R., Hosokawa T., Kitahara T.) Proceedings of the International 
Society of Electrophysiological Kinesiology, 84-85, 1981. 
 
7. Reaction time of elbow flexion during passive movements of contralateral elbow. 
(Hosokawa T., Nakamura R.)  Journal of Human Ergology, 11, 208-210, 1982. 
 
8. Reaction time of elbow flexion during passive movements. (Nakamura R., Hosokawa 





9. Reaction time of wrist flexion during passive elbow movement. (Kitahara T., 
Hosokawa T., Nakamura R.) Perceptual and Motor Skills, 55, 260-262, 1982. 
 
10. 皮質下損傷患者の単耳聴及び両耳聴融合閾. (細川徹) 東北医学雑誌, 95, 100-101, 1982. 
 
11. 中枢神経疾患患者の社会的技能. (青木扶実，細川徹，中村隆一) リハビリテーション医学, 
21, 255-257, 1984. 
 
12. Social skills of children with cerebral palsy. (Hosokawa T., Kitahara T., Nakamura R.) 
Journal of Human Ergology, 14, 79-88, 1985. 
 
13. EEG activation induced by facilitating position. (Hosokawa T., Nakamura R., Kosaka 
K., Chida T.) Tohoku Journal of Experimental Medicine, 147, 191-197, 1985. 
 
14. Relationship of muscle strength for knee extension to walking capacity in patients 
with spastic hemiparesis. (Nakamura R., Hosokawa T., Tsuji I.) Tohoku Journal of 
Experimental Medicine, 145, 335-340, 1985. 
 
15. Movement precuing altered reaction time of elbow flexion and forearm supination. 
( Hosokawa T., Nakamura R., Yamada Y.)  Perceptual and Motor Skills, 65, 799-802, 
1987. 
 
16. Application of Computer-Assisted Gait Training (CAGT) program for hemiparetic 
stroke patients: A preliminary report. (Nakamura R., Hosokawa T., Yamada Y., 
Mojica, J.A.P.) Tohoku Journal of Experimental Medicine, 156, 101-107, 1988. 
 
17. Sequence of preparatory set for response movement. (Kinugasa T., Fukuda K., 
Nakamura R., Hosokawa T.) Perceptual and Motor Skills, 66, 515-520, 1988. 
 
18. Social development of cerebral-palsied and normal children. (Hosokawa T.) 
Proceedings of the 4th Western Pacific Cerebral Palsy Association (WPCPA), 192-195, 
1989. 
 
19. 在宅脳卒中患者の生活活動と歩行機能の関連. (佐直信彦，中村隆一，細川徹) リハビリテ
ーション医学, 28, 541-547, 1991. 
 
20. Health habits and personality: A community-based study. (Hosokawa T, Ohyama M, 
Fukao A)  International Journal of Psychology,  27(3/4),343-343, 1992. 
 
21. Reliability and validity of a Japanese version of the short-form Eysenck Personality 
Questionnaire-Revised. (Hosokawa T, Ohyama M.)  Psychological Reports, 72, 
823-832, 1993. 
 
22. 地域胃がん検診の受診行動の心理的規定要因－Health Belief Model による検討－. 




23. Psychometric equivalence of the Hasegawa Dementia Scale-Revised with the 
Mini-Mental State Examination in stroke patients. (Hosokawa T., Yamada Y., 
Isagoda A., Nakamura R.) Perceptual and Motor Skills, 79, 664-666, 1994. 
 
24. Accuracy of self-report for stomach cancer screening. (Tsubono Y, Fukao A, Hisamichi 
S, Hosokawa T, Sugawara N) Journal of Clinical Epidemiology, 47, 977-981, 1994. 
 
25. ADL尺度の再検討－IADLとの統合－. (細川徹) リハビリテーション医学, 31, 326-333, 
1994. 
 
26. 拡大 ADL 尺度による機能的状態の評価(1) 地域高齢者.  (細川徹, 坪野吉孝, 辻一郎, 前
沢政次) リハビリテーション医学, 31, 399-408, 1994. 
 
27. 拡大 ADL 尺度による機能的状態の評価(2) 在宅脳卒中患者. (細川徹, 佐直信彦, 中村隆 
一, 砂子田篤) リハビリテーション医学, 31, 475-482, 1994. 
 
28. 喫煙、飲酒、肥満度とパーソナリティ. (細川徹, 久道茂) 医学のあゆみ, 171, 940-941, 
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精神保健福祉センター紀要（2004）, 35-51, 2005. 
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